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◆本件のポイント！ 

・胃を持たない非常に珍しい魚類のヨダレカケの腸内細菌から、藻類を分解する能力と特異な境

界形成を示す新規のビブリオ類を発見 

 

◆本件の概要 

胃を持たない非常に珍しい魚類のヨダレカケが、どのようにして食べ物を消化しているかとい

う謎を解明するために、腸内に生息する細菌の種類を世界で初めて調べました。食べ物としてい

る藻類を分解するために、多くの種類の腸内細菌を腸内に飼っていることを発見しました。胃を

持たない代わりに、腸内の細菌を積極的に利用して栄養源を得ていることが、細菌の DNA 解析

からわかりました。さらに、腸内細菌のVibrio 種が、お互いのテリトリーを侵食しないという面

白い現象も発見することができました。 

 

◆本件に関する写真   

 
図１ 野外でのヨダレカケの生息状況（秋吉英雄准教授撮影） 

図２ 単離したVibrio 属細菌による境界形成（田部卓磨さん、川向誠教授撮影） 

胃を持たない魚類の消化機能を解明 

～腸内に生息する細菌の種類を世界初調査～ 



  

 

◆概要内容 

 海藻が産生する様々な多糖類は動物には難分解性のものが多く含まれています。海洋環境では

さまざまな細菌が酵素を利用してこのような多糖類を分解しています。Bacillus、Vibrio、

Pseudomonas、Microbulbifer などの細菌は海藻のネバネバ成分であるアルギン酸の分解酵素

をもち、すでに、食品・バイオ燃料・バイオメディカル産業で有用酵素として用いられています。

この他にも、海藻はフコイダンなどの様々な高分子多糖の効果的な供給源であり、プロバイオテ

ィクス製品の有用な資源であるとして注目されています。 

今回胃を持たない非常に珍しい魚類のヨダレカケに着目し、その腸内細菌叢を調べました。完

全に藻類しか食べないという習性を持つ魚は少なく、ハゼの仲間でもイソギンポ類しかいないと

されています。本研究で用いたイソギンポ科のヨダレカケは、南西諸島の西表島などに生息し、

岩の上に生えた藻類のみを食べます(図１)。イソギンポ科の魚類はまた、胃を持たない無胃魚であ

ることが知られています。つまり、海藻を分解する微生物は摂取した胃で殺菌されず食物が腸に

入る際に付着し、分解を助けていると考えられます。 

本研究ではヨダレカケとホシギンポの２種類の魚類を対象に、次世代シーケンス解析を用いて、

腸内細菌叢を網羅的に調べました。２種類ともプロテオバクテリア類が優先していましたが、そ

の割合は異なり、種間で違いがあることがわかりました。 

嫌気培養と好気培養を行い、ヨダレカケとホシギンポからビブリオ属に属する 48株を含む

34 株と 44 株を分離しました。ここで得られた一部のビブリオ属細菌は、他の細菌との接触を

避けるために明確な境界を形成していることが確認されました(図２)。この境界形成には、これ

までに知られていない未知のメカニズムが関与している可能性があります。さらに、このような 

2 種のVibrio alginolyticus 株の全ゲノム配列解析により、ビブリオ属に共通する 2 本の環状

染色体と、いくつかの独自遺伝子を発見しました。 
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